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◇今月号の「とびら」は，ぶんせき編集副委員長である宇都宮
大学稲川有徳先生が「ぶんせき」について熱い思いを語られ
ています．「ぶんせき」は重要な情報源であり，また，会員
交流のハブとしての役割も担っています．今後より一層会員
の皆様のニーズに応え，「愛読誌」となるべく努力したいと
のことです．是非，ご一読ください．
◇「リレーエッセイ」は，熊本県立大学の白土英樹先生です．
「香りを測る，感覚をつなぐ」という題目で，日常生活の中
でも感覚を鍛えつつ，人の感覚と向き合う分析化学の発展に
微力ながら貢献できればとのことです．
◇今年は異常な猛暑のせいか，水難事故が多いように感じま
す．海，湖や川，そしてプール，いずれの場所においても危
険が潜んでいることを忘れてはいけないと思います．皆様，
お気をつけください．
◇最後に，報道の仕方かもしれませんが，熊の出現や被害も増
えているのではないでしょうか．熊の駆除・共存については
賛否両論があります．人間には知恵があるのですから，極論
に走らず善処できることを願っています．

 〔S. M.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　　　　

　研究のライフサイクル   高柳 俊夫

〈入門講座〉　分析におけるコンタミネーション・キャリーオーバー対策

　薬毒物分析で気を付けること

　　  片木 宗弘・新田 篤志・志摩 典明

〈解　　説〉

　スマートデバイスと濃縮技術を用いる

　　先端の簡易比色分析法   間中 淳

〈ミニファイル〉　分析用試薬

　分析，診断等に使用される酵素    奥　 崇

〈話　　題〉

　定量 NMRの普及と標準化   山﨑 太一

◇ 編　　集　　委　　員 ◇
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〈副委員長〉 稲 川 有 徳 （宇都宮大院地域創生科学）
〈理　　事〉 山 口 　 央 （茨 城 大 理）
〈幹　　事〉 糟 野 　 潤 （龍谷大先端理工） 久保田哲央 （アジレント・テクノロジー・

インターナショナル㈱） 橋 本 　 剛 （上 智 大 理 工）
原 賀 智 子 （日本原子力研究開発機構）

〈委　　員〉 石 橋 千 英 （愛媛大院理工） 岡 崎 琢 也 （工学院大先進工） 岡 林 識 起 （日大生物資源科学）
北 牧 祐 子 （産業技術総合研究所） 坂 真 智 子 （㈱ エ ス コ） 佐 藤 惇 志 （㈱ ラ イ オ ン）
鹿 籠 康 行 （東北大学金属材料研究所） 角 田 　 誠 （東 大 院 薬） 西 崎 雄 三 （東洋大食環境科学）
原 田 　 誠 （東京科学大理学院化学） 半田友衣子 （埼 玉 大 工） 村 山 周 平 （昭和医科大薬）
山 口 浩 輝 （味 の 素 ㈱） 三 原 義 広 （北海道科学大薬） 大 江 知 行 （東 北 大 院 薬）
髙 橋 　 豊 （エムエス・ソリューションズ㈱） 勝 又 英 之 （三 重 大 院 工） 萩 森 政 頼 （武庫川女子大薬）
上 田 忠 治 （高知大農林海洋科学） 高 橋 幸 奈 （九大カーボンニュートラ

ル・エネルギー国際研）

🅁 複写される方へ
　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
を複写する場合は，学著協より許諾を受けて複写してくだ
さい．
　〒107─0052　東京都港区赤坂 9─6─41　乃木坂ビル 3階
　　　　　　　  一般社団法人 学術著作権協会
　FAX：03─3475─5619　E-mail：info@jaacc.jp

　なお，複写以外の許諾（著作物の転載願い等）は，学著
協では扱っていませんので，直接日本分析化学会へお尋ね
ください．
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